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【はじめに】 

情報通信技術の急速な進歩，環境問題の深刻化，世界的な政情不安など多くの課題が存在する

現代社会において経営工学が担う役割も変化しています．同時に日本の学術界は予算縮小や若

者の博士離れなどの困難な状況に直面しております．日本の社会，経済，そして学術界をこれから

担っていく若い人材を支援したいという意向のもと，日本経営工学会第 37 期論文誌編集委員会は

経営工学分野に従事する大学院生・若手研究者の研究発信活動の奨励や，アカデミックキャリア

の形成の支援を考えております．そして，若手研究者を対象とした経営工学研究の特集号を刊行

するに至りました． 

 

【特集号投稿条件】 

今回，若手研究者を対象とした特集号として以下の投稿条件を設定します． 

(1) 投稿対象者は経営工学分野の研究を行っている若手研究者，例えば博士後期課程の大学

院生，テニュアトラックの助教，博士号取得から 8 年以内の研究者，またはこれに相当すると

判断される者とする． 

(2) 大学院生の場合には投稿論文の筆頭者はその大学院生とし，指導教員との共著とする． 

(3) 博士号取得者の場合も，投稿論文の筆頭者であることを必須とする． 

(4) 経営工学分野の新規性の高い研究であること． 

(5) 同一の筆頭者からの投稿は 1 本のみであること． 

(6) 日本経営工学会会員でなくとも投稿可，ただし採択の場合は会員になってもらう． 

 

【なぜ特集号か】 

投稿要件で若手のみを対象としている点，刊行時期が明確な点など，若手研究者が自らの研究成

果を社会に訴求する場としても，今後のアカデミックキャリアのために研究業績を充実させるために

も今回の特集号は好機だといえます．「経営工学分野の新規性の高い研究」を求めており査読の

質は通常の投稿と同じです．今回，特に研究分野や手法は指定しません．広い意味での経営工

学の斬新かつ独創的な研究をお待ちしております． 

  

以下，本特集号の概要となります． 

 



1. テーマ：若手研究者の経営工学研究 

2. 投稿資格：上記説明を参照 

3. 投稿締切：2024 年 3 月 31 日（予定） 

4. 採択通知：2024 年 10 月頃を予定 

5. 掲載予定号：日本経営工学会論文誌 75 巻 4 号（2025 年 1 号）予定 

6. 投稿規定，投稿書式，原稿送付先や掲載料などの詳細情報は論文誌編集委員会のホーム

ページ（http://www.jimanet.jp/journal）をご参照ください 

7. 投稿に際しては Editorial Manager の投稿区分で『特集論文』を選択すること 

8. (追加情報)和文、英文のどちらの原稿でも受け付ける 

 

本案内は若手研究者特集号の第２報です．原稿は和文でも英文でもどちらでも可能なことを加筆

しました．追加情報を今後も発信していきます． 
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特集号への問合先： 

倉田久（日本経営工学会 論文誌編集担当理事 横浜国立大学教授） 

 kurata-hisashi-zc@ynu.ac.jp 

（以上） 


